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1. はじめに

近年，日本各地で豪雨災害が頻発し甚大な被害をもたらしている．平

成 30年 7月豪雨では，多くの気象庁アメダス観測点観測史上 1位の記録

を更新するなど，広い範囲で記録的な大雨となった．今後，更に豪雨の

回数が増加することが見込まれており 1），豪雨発生時に避難やダム操作を

適切に行うためには高い精度で降水を予測することが重要である．そこ

で本研究では，近年学習機能の向上が著しい深層学習 2)を用いて降水量の

予測を試みた．

2. 研究方法

降水の発生には面的な気象要素が深く関

係している．そこで本研究では，愛媛県内

で観測された気象データと 1～3 時間先の

松山の降水量との関係を学習させ，ある時

刻の気象データからリードタイム 1時間，2

時間，3 時間で松山の降水量を予測させる

深層学習モデルを構築する．ここでリード

タイムとは，入力データの時間帯と出力データ

の時間帯の差である．使用した気象データの観

測地点を図-1 に，入出力データの内容を表-1

に示す．モデルの構築方法を図-2に示す．モデ

ルの学習データには，表-1に示す気象データの

うち観測期間が 2007～2016年の 6月 1日～8月

31日で，欠測がある時間を除いたものを使用し

た．このとき，パラメータとして，中間層の数：

10，中間層のユニット数：200，バッチサイズ：

256，ドロップアウト：0.3と設定した．予測モ

デルのパフォーマンス検証には，2017年，2018

年の夏季において，5 つの異なる降雨パターンを使

用した．検証に用いた降雨パターンの諸元を表-2に

まとめる．また，5つの Caseで，深層学習モデルを

用いて降水量予測を行い，その実用性を検証した．

3. 結果と考察

3.1 深層学習モデルの構築

構築した深層学習モデルのパフォーマンス検証を行った．すべての Caseにおいて，降水波形の立ち上がり

と降り終わりの時間を予測できていることが確認できた．ここで，平成 30年 7月豪雨の降水量予測をみてみ

る．Case5 の実測値とリードタイム 1 時間の深層学習モデルによる予測値の比較を図-3 に示す．図-3 より，

図-1 使用データの観測地点

表-1 入力・出力データ

表-2 検証に用いた降雨パターンの諸元

図-2 モデルの構築方法
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7月 6日 8:00～14:00にかけて，降水波形の立ち上がりと

降り終わりの時間を予測できていることがわかる．しか

し，降水量が突発的に増加する 7月 6日 17:00，7月 7日

7:00の時間は降水を大きく過小評価していることがわか

る．

ここで，松山の降水量予測には入力データのどの要素

が重要か検証するために，モデルの入力層の各ユニット

で計算された重みの出力を行った．出力結果からいくつ

か重みの特徴が見えてきた．一つ目は，松山の降水量予

測には南吉田の降水量と松山の日射量が重要である．松

山の日射量はどの Caseでも重みが大きいため，日射量の

変化が降水量の予測に重要であると考えられる．二つ目は，大洲の降水量と風速はリードタイム 2時間のモ

デルで重みが大きくなる傾向がある．このことから大洲のある時刻の降水量と風速は，2 時間後の松山の降

水量と深い関係を持っていることが考えられる．

3.2 GPV との比較による実用性検証

構築した深層学習モデルの実用性検証を行った．深層学習モデルの予測値と気象庁が提供する GPV(Grid

Point Value)の予測値を比較した．評価指標として降水規模の大きさを考慮してモデルの精度を評価できる

Nash係数を用いた．各 Caseの Nash係数と GPVの Nash係数の比較を図-4に示す．図-4より，深層学習モ

デルは GPV よりも Nash 係数が高い傾向があることがわかる．このことから，深層学習モデルは GPV に比

べて実用性が高いことが示唆される．

4. おわりに

深層学習を降水量予測に用いることで，高いパフォーマンスを発揮した．また，実用性の検証として深層

学習モデルと GPV の予測精度の比較を行うと，GPV よりも深層学習モデルは予測精度が高い傾向がみられ

た．本研究は，松山の降水量予測を試みた解析結果であり，今後，他の場所での有用性を検討していく必要

がある．
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図-4 各 Case の深層学習モデルと GPVの Nash 係数

図-3 Case5 の実測値とリードタイム 1時間の深層学習モデルによる予測値
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